
1. 継続事業の前提に関する注記
　 継続事業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況はない。

2. 重要な会計方針

(1） 有価証券の評価基準及び評価方法
流動資産の有価証券は、移動平均法による時価法を採用している。
満期保有目的有価証券は、償却原価法を採用している。

(2) 固定資産の減価償却の方法
建物、建物付属設備、構築物、什器備品及びソフトウェア…定額法によっております。
リース資産…　　　　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る資産についてはリース期間を耐用年数として、

　　　　　　　残存価格をゼロとする定額法によっております。

(3) 引当金の計上基準
退職給付引当金　　　
職員の退職給付に備えるため、自己都合による期末要支給額の１００％を計上している。

(4) 消費税等の会計処理
消費税及び地方消費税の会計処理は税込方式によっている。

3. 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
 　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位：円）　

基本財産
　 土地 宅地1857.24㎡

特定資産
 　建物
 　什器備品
 　職員退職給付引当資産
　 愛知県国民健康保険団体連合会積立金
 　国保会館整備等積立金
 　ソフトウェア
　 減価償却引当資産
 　財政調整基金積立資産

4. 基本財産及び特定資産の財源等の内訳
 　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）　

基本財産
　 土地 宅地1857.24㎡

特定資産
 　建物

 　国保会館（北館）
 　国保会館（南館）

 　什器備品
 　職員退職給付引当資産
　 愛知県国民健康保険団体連合会積立金
 　国保会館整備等積立金
 　ソフトウェア
　 減価償却引当資産
 　財政調整基金積立資産

480,856,000 0 480,856,000 0
ICT等を活用した審査支払業務等の高度
化・効率化のための積立資産

ICT等を活用した審査支払業務等の高度
化・効率化のための積立資産

2,537,060,000 0 2,537,060,000 0

小　　　　　　　計 8,851,727,692 72,983,667 7,493,589,166 1,285,154,859
合　　　　　　　計 9,024,170,957 245,426,932 7,493,589,166 1,285,154,859

550,106,000 0 550,106,000 0

1,211,165,154 0 1,211,165,154 0
49,843,180 49,418,597 424,583 0

1,285,154,859 0 0 1,285,154,859
1,372,622,653 0 1,372,622,653 0

1,149,697,500 0 1,149,697,500 0
26,825,513 23,565,070 3,260,443 0

小　　　　　　　計 172,443,265 172,443,265 0 0

188,396,833 0 188,396,833 0

科　　　　　　　目 当期末残高
（うち指定正味

財産からの充当
額）

（うち一般正味財
産からの充当額）

（うち負債に対応する
額）

172,443,265 172,443,265 0 0

小　　　　　　　計 7,960,380,086 1,675,757,331 784,409,725 8,851,727,692
合　　　　　　　計 8,132,823,351 1,675,757,331 784,409,725 9,024,170,957

0 480,856,000 0 480,856,000

2,006,014,000 541,046,000 10,000,000 2,537,060,000
529,862,000 550,106,000 529,862,000 550,106,000

1,235,501,159 5,915,944 30,251,949 1,211,165,154
68,986,100 7,370,000 26,512,920 49,843,180

1,295,947,712 86,241,000 97,033,853 1,285,154,859
1,368,400,266 4,222,387 0 1,372,622,653

1,395,522,333 0 57,428,000 1,338,094,333
60,146,516 0 33,321,003 26,825,513

0 172,443,265
小　　　　　　　計 172,443,265 0 0 172,443,265

令和３年度　財務諸表に対する注記

科　　　　　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

172,443,265 0



5. 担保に供している資産
 　該当なし。

6. 固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
 　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

（単位：円）

　 特定資産　

建物
 　国保会館（北館）
　 国保会館（南館）

 　什器備品
　 ソフトウェア
　　　小　　　　　　計

その他の固定資産
 　建物附属設備
　 構築物
　 什器備品
 　ソフトウェア
　 リース資産

7. 保証債務等の偶発債務
 　該当なし。

8. 満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益
　 　　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

（単位：円）

 　職員退職給付引当資産
　 愛知県国民健康保険団体連合会積立金
 　国保会館整備等積立金

9. 補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減及び残高
 　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減及び残高は、次のとおりである。

（単位：円）

10. 重要な後発事象
　 該当なし。

11. その他

（1） リース取引関係
ファイナンス・リース取引関係
1） 所有者移転外ファイナンス・リース取引

① リース資産の内容
その他固定資産…一般会計における車両、他会計におけるコンピュータ、ソフトウェア等（什器備品、ソフトウェア）である。

12. その他の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産増減の状況を明らかにするために必要な事項

　 正味財産増減計算書には、診療報酬等を含む。

合　　　　計 2,326,729,133 2,299,900,000 △ 26,829,133

715,769,762 691,950,000 △ 23,819,762
667,924,104 673,000,000 5,075,896

帳簿価額 時価科　　　　　目 評価損益

943,035,267 934,950,000 △ 8,085,267

合　　　　　　　　　　計 123,982,931

貸借対照表上
の記載区分

　　指定正味財産
　　国庫補助金

厚生労働大臣 　国庫補助金 123,982,931 7,370,000

7,370,000 58,369,264 72,983,667

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

1,406,147,676 1,382,953,604 23,194,072
合　　　　　計 11,567,732,100 9,436,403,774 2,131,328,326

2,208,270,369 2,007,405,828 200,864,541
4,151,898,886 3,813,126,549 338,772,337

2,278,500 1,898,750 379,750

3,468,057,529 2,053,294,503 1,414,763,026

331,079,140 177,724,540 153,354,600

209,778,429 182,952,916 26,825,513
386,879,100 337,035,920 49,843,180

1,921,500,000 771,802,500 1,149,697,500
建　 物　 計 2,871,400,000 1,533,305,667 1,338,094,333

科　　　　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

949,900,000 761,503,167 188,396,833

58,369,264 72,983,667


